
地域学校協働活動推進事業　運営協議会別 実施状況

学　校 4 名

その他 0 名

8/27 教育課程外

(日)

9/2 教育課程外

(土)

9/8 教育課程内

(金)

11/15 教育課程内

(水)

2/4 教育課程外

(日)

2/19 教育課程内

(月)

624 187 13 9 127 17 977

◎主 学習支援 2 回　・　体験活動 1 回　・　地域交流 1 回　・　体力健康 2 回　・　学校支援 0 回

○従 学習支援 0 回　・　体験活動 1 回　・　地域交流 3 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 1 回

協議会名 福住小学校地域学校連携協議会

代表者 小坂　昌宏 （PTA会長）

令和５年度　

学校名 福住小学校 【豊平区】

校長、教頭、教職員2

ＰＴＡ 4 名 会長1、副会長1、その他役員2

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 2 名 学校評議員2

協議会
構成

合　計 21 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 13 名 学校評議員6、福住まちづくりセンター1、福住体育振興会1、福住地区青少年育成
委員会1、福祉のまち推進センター1、主任児童委員1、福住児童会館1、開放図書館

会議開催 5 回 開催月 4月、7月、9月、11月、2月
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実施日
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分野：◎主・○従
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参加人数

学
習
支
援

体
験
活
動

地
域
交
流

体
力
健
康

学
校
支
援

子
ど
も

大
 
人

講
 
師

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

スタッ

合
計

5

2 ◎ ○

大豊作まつり

校区内で長く農業を営まれている方の農園でじゃがいも掘
りの体験を実施した。土に触れることで子どもの農業や自
然に対する感心を高めるとともに、自分達を見守ってくれ
る方がいることを知り、地域への愛着を深めるきっかけと
なった。

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ◎

福住連合まつり

福住地区連合町内会と共催で実施。コロナ前の運動会形式から演奏やパ
フォーマンスの鑑賞形式に変更して初開催。地域の人との親睦と町のに
ぎわいを取り戻すまつりを目指して実施した。地域の小学生のジュニア
バンドや学童保育所属の和太鼓演奏、近隣大学のYOSAKOIソーラン演舞
などが行われた。

体育館 北海道演劇財団

110

2 59 2

福住ふれあい公園 地域人材、札幌大学、北海学園大学　等

418200 150

55

校区内の農園 地域人材

34 2 1 2 14 2

4 ◎ ○

Kitaraで聴く音楽の世界

0 4

「表現する」って楽しい

表現活動を通じて子どもの思いや考えを表出する楽しさを感じ、自分の
良さを広げられるような機会とした。今年度から教育課程内に位置づけ
て第３学年の「表現」の活動として行った。ペアやグループで様々な物
を表現する活動の中で、子どもたちは自由に表現する楽しさを実感して
いた。

104 0 1 13 ◎

1

体育館

○

135

kitaraファーストコンサートに向けて曲に関わる見識や、
音楽表現について学び、音楽に対する情操を豊かにする機
会とした。子どもたちは音楽に合わせて体を揺らしたり、
手でリズムを取るなどして演奏を楽しんでいた。 123 5 5 1 0

Blue Moon Strings

5 ○ ◎

ふくずみスノーフェスタ

コロナで中止していた「雪中あそびの広場」を今年度は「ふくずみス
ノーフェスタ」へと名称を変更して４年ぶりに開催。また地域主体の行
事にリニューアルを図った。当日は悪天候のため場所を体育館へと変更
し、当初の雪と親しむ内容の変更を余儀なくされたが、皆で楽しめるよ
うな企画を通して地域交流を図ることができた。

○ ◎

111

体育館 福住地区町内会連合会、福住青少年育成委員会

39 25 1 2 41 3

視聴覚室 学校開放図書ボランティア

7

13 5 148

６年生を送る読み聞かせ

卒業生に読み聞かせを実施。６年間図書館を利用してくれたことへの感
謝の気持ちを伝える機会とした。児童は朝の読み聞かせ時のように真面
目に静かに聞き入っている様子で、６年生からは読み聞かせをしても
らったことや、図書館の運営をしていたただけたことへの感謝の声が
あった。

124 5 0 16

8

10

9

※実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 6 回 （分野分類）


